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友
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猪
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史
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梶
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イ
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」
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家
と
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治

橘
木 
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日
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で
起
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て
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る
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田
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昌
幸

戦
後
日
本
の
憲
法
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の
変
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と
展
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憲
法
を
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え
る
前
に 

― 

法
の
権
威
は
ど
こ
か
ら
生
じ
る
か

添
谷 

芳
秀

日
本
か
ら
み
た
米
中
関
係

中
西 

寛

人
類
史
の
転
換
点 

― 

世
界
の
将
来
像
と
日
本
の
課
題

筒
井 

清
忠

日
本
で
は
政
治
家
は
な
ぜ
育
た
な
い
の
か

三
谷 

太
一
郎

政
党
政
治
は
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ぜ
、い
か
に
生
ま
れ
た
か　
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英
米
お
よ
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日
本
に
つい
て

山
室 

信
一

 「
市
民
」育
成
への
ま
な
ざ
し

井
堀 

利
宏

日
本
財
政
の
現
状
と
課
題
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部 

直

 「
大
正
百
年
」と
し
て
の
現
在 

― 

知
識
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」

田
所 

昌
幸
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地
よ
い
停
滞
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中
の
不
安

中
西 

寛

日
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に
と
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て
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市
民
」

小
林 

傳
司

 「
国
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た
の
か
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発
を
め
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る
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参
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井 
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現
代
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主
政
１
・
５  

― 

熟
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と
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の
間
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原 

出

ア
マ
チ
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リ
ズ
ム
の
政
治
と
科
学

 

― 

日
本
野
鳥
の
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の
戦
中
・
戦
後
史

遠
藤 

晶
久
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リ
ー
・
ジ
ョ
ウ

若
者
に
と
っ
て
の「
保
守
」と「
革
新
」

 

― 

世
代
で
異
な
る
政
党
間
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立

宇
野 
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知
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史
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叡
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史
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史
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蠟
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正
道

政
治
家
は
軍
事
を
、
自
衛
隊
は
政
治
を

本
間 

正
明

転
換
期
を
迎
え
た
日
本
型
企
業
シ
ス
テ
ム

諸
井 

薫

社
有
物
の
研
究

野
口 

悠
紀
雄

森
口 

親
司

平
成
不
況
の
核
心

横
田 

洋
三

 「
常
任
理
事
国
」日
本
の
条
件

五
百
旗
頭 

真

新
世
界
無
秩
序
論
を
こ
え
て　

 

― 

冷
戦
後
の
世
界
と
日
本

中
谷 

巌

米
中
が「
閉
鎖
日
本
」を
バ
イ
パス
す
る
可
能
性

五
百
旗
頭 

真

満
州
事
変 

―「
す
で
に
出
た
も
の
は
仕
方
が
な
き
に
あ
ら
ず
や
」

高
坂 

正
堯

山
崎 

正
和 

 「
脱
亜
入
欧
」か
ら「
脱
亜
入
洋
」の
時
代
へ

政
治
・
経
済

岩
井 

克
人

三
浦 

雅
士

事
故
の
連
続
と
し
て
の
歴
史　

公
文 

俊
平

望
ま
し
い
情
報
社
会
の
姿
と
は

鷲
田 

清
一

私
的
な
も
の
の
場
所

西
部 

邁

メ
ディ
ア
、
大
衆
、そ
し
て
知
識
人

西
垣 

通

退
屈
に
耐
え
る
精
神
的
成
熟　

筒
井 

清
忠

 「
新
し
い
教
養
」への
ヒ
ン
ト

加
藤 

秀
俊

 「
公
」と「
私
」の
あ
い
だ

大
澤 

真
幸

自
由
の
牢
獄 

― 

リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
を
超
え
て

パ
ー
ル･

Ｋ
・ベル

世
界
の
小
説
を
読
む 

― 
最
新
の
話
題
作
、問
題
作
か
ら

河
合 

隼
雄

現
代
人
と
宗
教 

― 

無
宗
教
と
し
て
の
宗
教

東 

浩
紀

ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
再
考

盛
山 

和
夫

規
範
は
い
か
に
語
ら
れ
う
る
か

 

― 

自
明
世
界
の
亀
裂
と
学
知

中
島 

秀
人

科
学
論
再
考 

― 

現
代
社
会
に
お
け
る
科
学
と
平
等

奥
本 

大
三
郎

花
の
夢

山
極 

寿
一

共
感
の
由
来
と
未
来

張 

競

魂
の
幸
福
を
語
り
合
う
こ
と

金
森 

修

3
・
11
の
科
学
思
想
史
的
含
意

森
本 

あ
ん
り

幸
福
を
追
求
す
る
ア
メ
リ
カ
人

 

― 

反
知
性
主
義
と
宗
教

ト
マ
ー
シュ・

ユルコ
ヴ
ィ
ッ
チ

母
語
は
世
界
言
語
に
よ
っ
て
磨
か
れ
る

 

― 

あ
る
チ
ェコ
語
話
者
の
回
想

佐
藤 

卓
己 

 「
報
道
の
自
由
度
ラ
ン
キ
ン
グ
」への
違
和
感

平
川 

祐
弘

勤
労
の
倫
理
の
系
譜 

― 

二
宮
尊
徳
か
ら
スマ
イ
ル
ズへ

大
宅 

映
子

失
わ
れ
た〝
個
育
て
〟の
機
能

石
川 

九
楊

 「
二
重
言
語
国
家
」日
本 

― 

日
本
文
化
への一
試
論

坂
本 

多
加
雄

近
代
日
本
の
時
間
体
験

 

―
「
歴
史
の
終
焉
」を
生
き
る
と
は

粕
谷 

一
希

戦
後
日
本
と
は
何
で
あ
っ
た
か

 

― 

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
視
点
か
ら

森 

ま
ゆ
み

 〝
明
る
い
東
北
〟の
お
地
蔵
様

 

― 

結
城
登
美
雄
の
町
め
ぐ
り

橋
爪 

大
三
郎

め
ざ
せ
選
択
・
責
任
・
連
帯
の
教
育
改
革

苅
谷 

剛
彦

教
育
改
革
と
い
う
見
果
て
ぬ
夢

玄
田 

有
史

 「
即
戦
力｣

の
幻
想

高
階 

秀
爾

余
白
の
美
学

芳
賀 

徹

 「
君
と
住
む
家
」 

― 

美
智
子
皇
后
御
歌
集『
瀬
音
』

川
本 

三
郎

 「
聖
ハ
リ
ウ
ッ
ド林
」に
酔
っ
た
日
本
人

渡
辺 

靖

ク
ー
ル・
ジ
ャ
パン
の
繁
栄
と
不
安

與
那
覇 

潤

ふ
た
つ
の「
中
国
化
論
」
― 

江
藤
淳
と
山
本
七
平

四
方
田 

犬
彦

 「
日
本
料
理
」への
懐
疑

藤
森 

照
信

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
建
築
家

三
橋 

順
子

歴
史
の
中
の
多
様
な「
性
」
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